
35巻12号 (1983.12) 生 産 研 究 535

l川Ill川IlHmH日日川11日llllllH日日lllllllllllllll川IlllllllllH日日日日l=ll川IlHl川日日川IlllH日日ll川l=lHllmIll川 研 究 速 報

UDC556.142,04:556.123.08:634.0.116:911.375.2

自然林地と都市化域における不飽和帯水分の挙動の相違(-3)
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1. ま え が さ

流域内の水循環過程において不飽和帯水分の挙動は重

要な役割を果たすが,現状ではそれを定量的に把握する

方法が確立されていない.

前報1)では,その一つの方法として,テンシオメータの

観測記録を用い,自然林地と都市化域における降雨時の

観測成果を示した.この結果,テンシオメータに基づく

浅層の不飽和帯水分増加量が一雨雨量と比較的よく対応

していることが明らかになった.

しかし前報では,自然林地の不飽和帯表層部 (深度5

cm～35cm)の少F水分曲線にみられるヒステリシスに

ついて,脱水 ･吸水過程のメインループの平均値を用い

るという,簡単のための便宜的な方法を採用していた.

本報ではこの点に関する議論を進め,従来の毛管ヒステ

リシス理論とそれを具体的に現地に適用する方法につい

て述べる.

(a) 脱水 ･吸水の平均曲線を用いた場合

2.DF水分曲線におけるヒステリシス

一つの状態にある土中水と含水率は過去の水分履歴に

依存しており,必ずしも1対 1に対応するとは限らない.

この現象をbF水分曲線のヒステリシスと呼ぶが,その

原因としては,(a)インクビン効果,(b)接触角の変

化,(C)エントロピーの増加,(d)土粒子の再配列,

等が挙げられる.2)

自然林地表層の関東ロームの場合,団粒構造が発達し,

粗大な間隙と微細な間隙が混在することが,特に(a)と

関連し,ヒステリシスループの幅を大きくしている一国

と考えられる.3)

こうしたヒステリシスを無視した場合,たとえば降雨

時については,吸引圧 少から含水率 βへの変換は図 1

(a)の矢印上 ¢1-¢2のような一価関数を用いることに

なる.しかし実際には,降雨前は乾燥状態で,¢1は脱水

曲線に近いところにあり,その後降雨により吸引圧が急

激に低下して吸水側に近づくという経路をたどる (図 1

(b)).つまり図 1(a)では含水率の変動を過大評価して
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(b) ヒステリシスを考慮した場合

図 1 ♪F水分曲線を用いた,吸引圧少から含水率Oへの変換
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